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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第15期

第２四半期連結
累計期間

第16期
第２四半期連結

累計期間
第15期

会計期間
自平成28年４月１日
至平成28年９月30日

自平成29年４月１日
至平成29年９月30日

自平成28年４月１日
至平成29年３月31日

営業収入 （千円） 3,002,034 3,031,427 5,801,764

経常損失 （千円） △344,353 △139,125 △611,886

親会社株主に帰属する四半期（当

期）純利益又は純損失（△）
（千円） 2,648,832 △150,331 2,533,806

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 2,648,704 △149,007 2,534,609

純資産額 （千円） 1,584,056 1,320,954 1,469,961

総資産額 （千円） 5,307,368 4,463,762 4,853,798

１株当たり四半期（当期）純利益

又は純損失（△）
（円） 241.90 △13.72 231.40

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額
（円） - - －

自己資本比率 （％） 29.7 29.6 30.3

営業活動による

キャッシュ・フロー
（千円） △130,482 △338,236 △496,094

投資活動による

キャッシュ・フロー
（千円） 3,931,714 △53,084 4,082,279

財務活動による

キャッシュ・フロー
（千円） △2,669,355 △42,359 △2,658,006

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高
（千円） 1,207,082 569,704 1,003,384

 

回次
第15期

第２四半期連結
会計期間

第16期
第２四半期連結

会計期間

会計期間
自平成28年７月１日
至平成28年９月30日

自平成29年７月１日
至平成29年９月30日

１株当たり四半期純利益又は純損

失金額(△)
（円） △18.13 △5.32

　(注)１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

おりません。

     ２．営業収入には、消費税等は含まれておりません。

　　　３．第15期第2四半期連結累計期間及び第15期の潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、

希薄化効果を有している潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　　　４.第16期第2四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、１株当たり四

半期（当期）純損失金額であるため記載しておりません。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２【事業の内容】

当第２四半期連携連結累計期間において、当社グループが営む事業の内容について重要な変更はありません。
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　　また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクにつ

いて、以下の重要な変更があります。

　　平成29年3月31日時点における当社株式の流通株式時価総額が上場基準の所要額未満となったこと

から、上場廃止猶予期間入りとなりましたが、平成29年9月30日時点の流通株式時価総額が所要額に

達したと認められた結果、平成29年10月21日に猶予期間入りの銘柄から解除されました。
 

　（継続企業の前提に関する重要事象等）

　　当社は、3期連続して営業損失及び営業キャッシュ・フローのマイナス状況になっておりますこと

か　ら、継続企業の前提に疑義を生じさせるような事象等が存在していますが、当第２四半期結会計期

間　末において純資産は1,320,954千円を計上し、現金及び預金569,704千円を保有していると同時に、

「３　財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析」に記載しております事業展開の方

針　と業績改善策を確実に実施することにより、継続企業の前提に関する重要な不確実性は存在しない

と　認識しております。

２【経営上の重要な契約等】

　　　 該当事項はありません。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものであります。
 

(1）業績の状況

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、海外経済の不確実性や金融市場変動の不透明要

はあったものの、人づくり革命を標榜する日本経済再生・活性化と財政健全化の同時実現を目指した

各種政策の推進を背景として、雇用・所得環境の改善による底堅い内需に支えられた緩やかな回復基

調を持続いたしました。

この間、介護業界においては、高齢社会の進行に伴う介護ニーズの増大と介護市場の成長基調が持

続しておりますが、他方、社会保障費の増大による財政圧迫を軽減するため、介護報酬の抑制方針が

維持されています。このため、介護事業者にとっての収益環境は一段と厳しさを増しており、高品質

のサービスを提供しつつ生産性向上とコスト管理徹底により財務の健全性を保持する経営努力が強く

求められております。

このような背景のもと、当社のコア事業である「総合ケアセンター」は、国家的重要施策である

「地域包括ケアシステム」の構築を踏まえ、その推進拠点として、通所介護、宿泊サービス、サービ

ス付き高齢者向け住宅に加え、生活支援や医療機関との連携を複合した切れ目のない総合的なケア

サービスの運営を通じて、自立支援、介護予防・高度化防止に資する高齢社会の社会インフラ機能を

担う事業コンセプトの推進に取り組んでおります。

当社グループの営業拠点は、センター事業のサービス付き高齢者向け住宅「なごやかレジデンス」

については、当第２四半期連結累計期間に３箇所を開設し、同四半期連結会計期間末において68箇所

を運営しております。また、直営通所介護事業の「かがやきデイサービス」については、同四半期連

結累計期間に上記の新規開設サービス付き高齢者向け住宅に併設して３箇所、また単独事業所１箇所

の計４箇所を開設し、同四半期連結会計期間末において68箇所を運営しております。さらに、当四半

期連結会計期間末において、居宅介護支援事業の「なごやかケアプラン」を４箇所運営しておりま

す。

また、フランチャイズ事業については、当第２四半期連結会計期間末におけるフランチャイズに

よる通所介護事業所「ホームケアセンター」等は26箇所となっております。
 

　次に当第２四半期累計期間の収益面については、コアのセンター事業が先進的なイノベーティブな

事業であり、事業モデル構築の研究開発及び運営ノウハウ蓄積に多額の先行投資コストを投入してき

たため、黒字化するまでに相当期間を要してきました。当第２四半期連結累計期間においても、過年

度の集中的な新規開設による初期投資コストの圧迫が持続し、同連結累計期間の損益はなお赤字が残

存いたしました。しかしながら、この間、高齢者住宅の入居率向上及び併設通所介護事業所の利用者

増加は着実に進んでおり、それによる稼働率向上に伴い収益は着実に改善しております。

　なお、前年同期比では、営業収入が減収となっていますが、前年同期は平成28年６月１日を効力発

生日として吸収分割により承継会社に承継した単独通所介護事業に係る損益が含まれているためであ

り、当該承継事業を除く現存事業としての比較では、前年同期比で営業収入は30.4％増収、営業総利

益は101百万円の改善となっております。
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以上の結果、当第２四半期連結累計期間における当社の営業収入は3,031,427千円（前年同期比

101.0％）、営業損失100,069千円（前年同期は営業損失325,742千円）、経常損失139,125千円（前

年同期は経常損失344,353千円）、親会社株主に帰属する四半期純損失150,331千円（前年同期は親

会社株主に帰属する四半期純利益2,648,832千円）となりました。
 

（2) キャッシュ・フローの状況

　　　当第２四半期連結累計期間末における現金及び現金同等物の残高は、法人税等の支払により、前

期末に比べ433,680千円減少し、569,704千円となりました。
 

（3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第２四半期連結累計期間において、当社が対処すべき課題について重要な変更はありません。
 

(4) 研究開発活動

　　　当社のコア事業は、「高齢者住まい法」にもとづくサービス付き高齢者向け住宅事業及び「介護

保険法」にもとづく通所介護事業であり、該当事項はありません。
 

(5) 当社の課題と今後の方針について

　　　当第２四半期連結累計期間において、当社の課題と今後の方針について重要な変更はありませ

ん。
 

　(6) サービス付き高齢者向け住宅事業についてのリスク

　　　当第２四半期連結累計期間において、サービス付き高齢者向け住宅事業についてのリスクの重要

な変更はありません。
 

　(7) 事業等のリスクに記載した重要事項等を解消するための対応等

前記のとおり、コアのセンター事業が先進的なイノベーティブな事業であり、多額の先行投資

コストを投入し、また過年度の集中的な新規開設による初期投資コストの圧迫により、当第２四半

期連結累計期間の損益ではなお赤字が残存いたしました。しかしながら、高齢者住宅の入居率向上

及び併設通所介護事業所の利用者増加は着実に進んでおり、それによる稼働率向上に伴い収益は着

実に改善しております。

このような状況のもと、当第2四半期連結累計期間は、センター事業拠点の新規開設を3か所に抑

制して初期赤字の発生を最小限にとどめるとともに、過年度開設拠点の稼働率の向上によって先行

投資コストの回収加速化を図っております。当社の事業モデルの先進性・優位性をお客様に実感し

ていただくことを通じて、高齢者住宅の早期満室化と通所介護利用者の増加に全力を注入すると同

時に、厳正なコスト管理の徹底により、黒字化の早期定着と資金の安定化を達成してまいります。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 40,000,000

計 40,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末
現在発行数（株）
（平成29年９月30日）

提出日現在発行数
（株）

（平成29年11月10日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 11,330,000 11,330,000
東京証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ

（グロース）

単元株式数

100株

（注）

計 11,330,000 11,330,000 ― ―

　（注）完全議決権株式であり、権利内容に何ら限定のない当社における標準となる株式であります。

 

 

（２）【新株予約権等の状況】

　　該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

（４）【ライツプランの内容】

      　　 該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総数
増減数（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減
額（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金
増減額
（千円）

資本準備金
残高

（千円）

平成29年７月１日～

平成29年９月30日
－ 11,330,000 － 100,000 － 254,375
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（６）【大株主の状況】

  平成29年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数

（千株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

山根　洋一 東京都中央区 9,826 86.72

株式会社やまねメディカル 東京都中央区八重洲2丁目2番1号 380 3.35

上原　一由 神奈川県横浜市鶴見区 142 1.25

松井証券株式会社 東京都千代田区麹町一丁目4番地 86 0.76

奥村　陽一郎 京都府京都市北区 85 0.75

三井住友信託銀行株式会社 東京都千代田区丸の内一丁目4番地1号 50 0.44

水澤　千秋 千葉県千葉市中央区 35 0.30

株式会社SBI証券 東京都港区六本木一丁目6番1号 30 0.26

カブドットコム証券株式会社 東京都千代田区大手町一丁目3番2号 22 0.20

猪狩　恭典 福島県田村市 21 0.18

計 － 10,676 94.23

 

（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

平成29年９月30日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式（自己株式等） ― ― ―

議決権制限株式（その他） ― ― ―

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式　379,800 ―
権利内容に何ら限定のない当

社における標準となる株式

完全議決権株式（その他） 普通株式10,949,900 109,499 同上

単元未満株式 普通株式　300 ― ―

発行済株式総数 11,330,000 ― ―

総株主の議決権 ― 109,499 ―

 

②【自己株式等】

平成29年９月30日現在
 

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所
有株式数
（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

株式会社やまねメディカル
東京都中央区八重

洲二丁目２番１号
379,800 ― 379,800 3.35

計 ― 379,800 ― 379,800 3.35

 

 

２【役員の状況】

　　 該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣

府令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（平成29年７月１日から平

成29年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成29年４月１日から平成29年９月30日まで）に係る四半期

連結財務諸表について、監査法人アリアによる四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度

(平成29年３月31日)
当第２四半期連結会計期間

(平成29年９月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,003,384 569,704

営業未収入金 576,008 660,516

その他 165,437 153,219

貸倒引当金 △23,485 △29,255

流動資産合計 1,721,343 1,354,184

固定資産   

有形固定資産   

リース資産（純額） 2,404,992 2,347,944

その他（純額） 116,163 134,168

有形固定資産合計 2,521,155 2,482,112

無形固定資産 16,231 15,977

投資その他の資産   

敷金及び保証金 582,762 600,190

その他 12,306 11,300

投資その他の資産合計 595,068 611,489

固定資産合計 3,132,455 3,109,578

資産合計 4,853,798 4,463,762

負債の部   

流動負債   

買掛金 53,527 30,600

リース債務 83,337 82,752

未払金 332,341 379,028

未払法人税等 243,592 16,512

預り金 34,299 63,397

その他 68,401 37,589

流動負債合計 815,496 609,877

固定負債   

リース債務 2,364,895 2,322,932

退職給付に係る負債 2,381 3,260

資産除去債務 31,178 28,854

長期預り敷金 143,798 153,106

その他 26,087 24,779

固定負債合計 2,568,340 2,532,931

負債合計 3,383,837 3,142,808
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度

(平成29年３月31日)
当第２四半期連結会計期間

(平成29年９月30日)

純資産の部   

株主資本   

資本金 100,000 100,000

資本剰余金 458,750 458,750

利益剰余金 1,030,275 879,944

自己株式 △123,667 △123,667

株主資本合計 1,465,358 1,315,027

その他の包括利益累計額   

退職給付に係る調整累計額 3,371 4,695

その他の包括利益累計額合計 3,371 4,695

新株予約権 1,232 1,232

純資産合計 1,469,961 1,320,954

負債純資産合計 4,853,798 4,463,762
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成28年４月１日
　至　平成28年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成29年４月１日
　至　平成29年９月30日)

営業収入 3,002,034 3,031,427

営業原価 2,862,454 2,766,710

営業総利益 139,579 264,718

販売費及び一般管理費 465,321 364,787

営業損失（△） △325,742 △100,069

営業外収益   

助成金収入 116 -

受取手数料 12,697 850

受取保険金 92 82

その他 4,877 1,204

営業外収益合計 17,783 2,135

営業外費用   

支払利息 33,588 39,645

雑損失 2,807 1,547

営業外費用合計 36,395 41,192

経常損失（△） △344,353 △139,125

特別利益   

事業分離における移転利益 3,565,650 -

特別利益合計 3,565,650 -

特別損失   

リース解約損 - 3,282

出資金評価損 7,951 -

その他 185,156 750

特別損失合計 193,107 4,032

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期

純損失（△）
3,028,190 △143,158

法人税、住民税及び事業税 379,358 6,931

法人税等調整額 - 242

法人税等合計 379,358 7,173

四半期純利益又は四半期純損失（△） 2,648,832 △150,331

親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会社株主

に帰属する四半期純損失（△）
2,648,832 △150,331

 

【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成28年４月１日
　至　平成28年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成29年４月１日
　至　平成29年９月30日)

四半期純利益又は四半期純損失（△） 2,648,832 △150,331

その他の包括利益   

退職給付に係る調整額 △128 1,324

その他の包括利益合計 △128 1,324

四半期包括利益 2,648,704 △149,007

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 2,648,704 △149,007

非支配株主に係る四半期包括利益 - -
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成28年４月１日
　至　平成28年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成29年４月１日
　至　平成29年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期純

損失（△）
3,028,190 △143,158

減価償却費 144,750 70,364

長期前払費用償却額 3,917 1,006

事業譲渡損益（△は益） △3,380,996 -

貸倒引当金の増減額（△は減少） △29,600 5,770

賞与引当金の増減額（△は減少） △5,205 5,443

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 275 2,203

支払利息 33,588 36,145

売上債権の増減額（△は増加） 277,185 △90,541

仕入債務の増減額（△は減少） △11,667 35,720

未払金及び未払費用の増減額（△は減少） △107,223 4,039

預り敷金及び保証金の増減額（△は減少） 13,868 9,307

長期前払費用の増減額（△は増加） △4,472 -

その他 △59,627 △4,847

小計 △97,017 △68,549

利息の支払額 △18,930 △35,632

法人税等の還付額 28 1,070

法人税等の支払額 △14,563 △235,126

営業活動によるキャッシュ・フロー △130,482 △338,236

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △37,155 △30,289

無形固定資産の取得による支出 △200 △3,017

資産除去債務の履行による支出 - △2,353

敷金の差入による支出 △37,398 △18,375

敷金の回収による収入 1,507 950

事業譲渡による収入 4,204,960 -

定期預金の預入による支出 △200,000 -

投資活動によるキャッシュ・フロー 3,931,714 △53,084

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） △667,000 -

長期借入金の返済による支出 △1,728,155 -

社債の償還による支出 △174,000 -

リース債務の返済による支出 △100,200 △42,359

財務活動によるキャッシュ・フロー △2,669,355 △42,359

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 1,131,877 △433,680

現金及び現金同等物の期首残高 75,205 1,003,384

現金及び現金同等物の四半期末残高 1,207,082 569,704
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【注記事項】

（会計方針の変更）

該当事項はありません。

 

（連結範囲または持分法変更の範囲の変更）

　連結子会社である株式会社クックライフは、平成29年7月1日に当社を存続会社とする吸収合併により消滅した

ため連結の範囲から除外しています。

 

（表示方法の変更）

前連結会計年度において「資産の部」の「流動資産」に独立掲記しておりました「受取手形及び売掛金」は、

重要性が乏しくなったため、当第１四半期連結会計期間より「営業未収入金」に含めて表示しております。

この結果、前連結会計年度の連結貸借対照表における「受取手形及び売掛金」569千円を「営業未収入金」に

組み替えております。

また、前連結会計年度における「特別損失」の「損害賠償金」502千円につきましては、重要性が乏しくなっ

たため、「特別損失」の「その他」に組み替えております。
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（四半期連結損益計算書関係）

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自 平成28年４月１日

　　至 平成28年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自 平成29年４月１日

　　至 平成29年９月30日）

給与手当 174,784千円 155,884千円

賞与引当金繰入額 1,260 1,590

退職給付費用 51 127

租税公課 94,100 72,436

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は次の

とおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自 平成28年４月１日
至 平成28年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自 平成29年４月１日
至 平成29年９月30日）

現金及び預金

預入期間が３カ月を超える定期預金

 
1,407,082千円

△200,000千円

 
569,704千円

0千円

現金及び現金同等物 1,207,082千円 569,704千円

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自平成28年４月１日　至平成28年９月30日）

1. 配当金支払額

    該当事項はありません。

 
2. 基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間末
後となるもの
 
    該当事項はありません。

 

3. 株主資本の金額の著しい変動
 
    当第２四半期累計期間において、親会社株主に帰属する四半期純利益で2,648,832千円を計上した結果、

純資産合計は1,584,056千円となっております。

 

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自平成29年４月１日　至平成29年９月30日）

1. 配当金支払額

    該当事項はありません。

 
2. 基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間末
後となるもの
 
    該当事項はありません。

 

3. 株主資本の金額の著しい変動
 
    該当事項はありません。

 

EDINET提出書類

株式会社やまねメディカル(E05596)

四半期報告書

14/19



（セグメント情報等）

　　　　Ⅰ．前第２四半期連結累計期間（自　平成28年４月１日　至　平成28年９月30日）

　　　　1.報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

   (単位：千円）

 報告セグメント
その他（注） 合計

 ケアセンター事業 計

売上高     

外部顧客への売上高 2,935,738 2,935,738 66,295 3,002,034

セグメント間の内部売上高又は

振替高
- - 166,066 166,066

計 2,935,738 2,935,738 232,361 3,168,099

セグメント利益又は損失（△） △322,281 △322,281 △3,142 △325,423

（注）「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、給食事業及び介護関連用品販

売事業等を含んでおります。

 

2.報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内

容（差異調整に関する事項）

（単位：千円）

利益 金額

報告セグメント計 △322,281

「その他」の区分の利益 △3,141

セグメント間取引消去 △320

四半期連結損益計算書の営業損失 △325,742

 

3.報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

　該当事項はありません。

 

（のれんの金額の重要な変動）

　該当事項はありません。

 

（重要な負ののれんの発生益）

　該当事項はありません。

 

4.報告セグメントの資産に関する情報

当第１四半期連結会計期間において、「介護事業」のセグメントに含まれていた単独通所介護事業を吸収

分割したことに伴い、同セグメントの資産が993百万円減少しております。
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　　　　Ⅱ．当第２四半期連結累計期間（自　平成29年４月１日　至　平成29年９月30日）

1.報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

   （単位：千円）

 報告セグメント
その他（注） 合計

 ケアセンター事業 計

売上高     

外部顧客への売上高 2,884,673 2,884,673 146,754 3,031,427

セグメント間の内部売上高又は

振替高
0 0 129,093 129,093

計 2,884,673 2,884,673 275,847 3,160,521

セグメント利益又は損失（△） △134,215 △134,215 33,252 △100,963

（注）「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、給食事業及び介護関連用品販

売事業等を含んでおります。

 

2.報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内

容（差異調整に関する事項）

（単位：千円）

利益 金額

報告セグメント計 △134,215

「その他」の区分の利益 33,252

セグメント間取引消去 894

四半期連結損益計算書の営業損失 △100,069

 

3.報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

　該当事項はありません。

 

（のれんの金額の重要な変動）

　該当事項はありません。

 

（重要な負ののれんの発生益）

　該当事項はありません。

 

4.報告セグメントの資産に関する情報

前第１四半期連結会計期間において、「介護事業」のセグメントに含まれていた単独通所介護事業を吸収

分割したことに伴い、同セグメントの資産が993百万円減少しております。

 

5.報告セグメントの変更等に関する事項

①　セグメントの区分の変更

前第１四半期連結会計期間から、報告セグメントに含まれていた「給食事業」について量的な重要性が減

少したため、その他に含めて記載する方法に変更しております。

これにより報告セグメントの売上高が211,769千円、利益が3,225千円それぞれ減少しております。

 

②　セグメントの名称の変更

前第２四半期連結会計期間から、前第１四半期連結会計期間において「介護事業」のセグメントに含まれ

ていた単独通所介護事業を吸収分割したことにより当社のコア事業は総合ケアセンター事業に集約されるこ

ととなったため、セグメントの名称を「介護事業」から「ケアセンター事業」に変更しております。
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（１株当たり情報）

　1株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自　平成28年４月１日
至　平成28年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成29年４月１日
至　平成29年９月30日）

 １株当たり四半期純利益金額又は１株当たり

四半期純損失（△）金額
241円90銭 △13円72銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額又は

親会社株主に帰属する四半期純損失金額（△）

（千円）

2,648,832
△150,331

 

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期

純利益金額又は親会社株主に帰属する四半期純

損失金額（△）（千円）

2,648,832
△150,331

 

普通株式の期中平均株式数（千株） 10,950 10,950

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後

１株当たり四半期純利益金額の算定に含めな

かった潜在株式で、前連結会計年度末から重要

な変動があったものの概要

－

 

－

 

（注）１．　当第２四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式は存

在するものの、１株当たり四半期純損失金額であるため、記載しておりません。

　　　２．　前第２四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、希薄化効果を

有している潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

 

 

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】

 該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成29年11月10日

株式会社やまねメディカル

取　　締　　役　　会　　御　中

 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　監査法人アリア

 

 
代 表 社 員

業 務 執 行 社 員
 公認会計士 茂木　秀俊　　印

 

 
代 表 社 員

業 務 執 行 社 員
 公認会計士 山中　康之　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社やまね

メディカルの平成29年４月１日から平成30年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成29年７月１日

から平成29年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成29年４月１日から平成29年９月30日まで）に係る四半期

連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結

キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社やまねメディカル及び連結子会社の平成29年９月30日現在の

財政状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示し

ていないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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